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長谷川テル顕彰運動
大阪実行委員会

経過ご報告と「申し合わせ」ご提案

2018/7/8

長谷川テル（緑川英子）女史が武漢・重慶から現地
日本将兵にむけた反戦放送を振りかえる。日中不
再戦の基本精神はますます輝きを増している

テル女史の
遺児・長谷川
暁子さんと親
友の栗原小

巻さん

2018/7/8

テル「朗読劇」を演じる若者たち
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長谷川テル女史顕彰運動が始まる

２０１５年大阪の集いは、エスペラント関西連盟の人々と奈良県の人々の
心を打ち、自らのこととして取り組みが始められた。

エスペランチストは翌２０１６年関西連盟大会のイベントとして「朗読劇」を
再演して下さった。

奈良の人々はテルさんが奈良女高師（現奈良女子大）在学中に治安維持
法で検挙、退学させられた歴史を重く受け止められた。奈良では、いち早く、
長谷川テル顕彰実行委員会準備会を平和民主団体・個人で結成、この6月
9日には正式実行委員会となった。古刹般若寺のご住職はテルさんの顕彰
プレートを境内に設置することを許可されている。

8月には佳木斯のテルと夫劉仁夫妻の「烈士墓碑」の墓参が奈良・大阪共
同で実施される。またケイシュガー作詞作曲「希望の鳩・ヴェルダマーヨ、長
谷川テルの歌」が墓前で披露される（本日CD発売中、1000円）。

日中友好協会全国大会では、大阪からの発言で、不再戦運動の一つの
柱にという提案が行われた。４支部から賛同の声をかけていただいた。
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Ⅰ.長谷川テルの反戦放送
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テルの反戦放送
ただいまから重慶放送局の日本軍向け放送を致します。

日本の将兵のみなさん！どこでこの放送をお聴きでしょうか。戦争は
いかなる時でも不幸なものです。あなたの撃った砲弾や銃弾はたくさん
の子供たちの命を奪っています。でもそれはあなたたちが悪いのでしょ
うか。みなさんはこの戦争は聖戦だと教え込まれ、そう信じているかもし
れませんが、はたしてそうでしょうか。ちがいます。この戦争は、大資本
家と軍部の野合(やごう)世帯(じょたい)である軍事ファシストが、自分た
ちの利益のために起こした侵略戦争なのです。日本にいるあなた方の
ご家族は、皆さんのご無事を祈り、一日も早く平和が訪れることを望ん
でおります。

日本の将兵のみなさん！皆さんの熱い血を、あやまって流さないでく
ださい。みなさんの敵は海を隔てたこの地にはいないのです！ お元気
で どうか どうか 生き抜いてください。

未定稿2018/7/8
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Ⅱ.反戦放送と並ぶテルの
国際反戦の仕事
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川田泰代さんの重要な指摘

「日本の軍部に大きな衝撃を与えたのは、テルがエス

ペラントを使って日中戦争の現実をヨーロッパをはじめ

世界に伝え続けたことではなかったか」
「川田泰代さんに聞く長谷川テル=ヴェルダ・マーヨ」

La Revuo Orienta（東洋評論）,1993年4月号、18‐138頁

＊日本軍の南京大虐殺事件を南京から世界中に配信した各国

ジャーナリストの存在がその後の世界史にとって、いかに重要

であったかを思い起こす。
2018/7/8

長谷川テルと中国のエスペラント誌
ウルリッヒ・リンス『危険な言語－－迫害のなかのエスペラント』栗栖継訳（岩波新書、1975年）

長谷川テルがエスペラント語で書いた作品は、前のスライドで紹介

された『中国は吼える』（Chinio Hurlas）や『中国報導』（Heroldo de 

Chinio）によって全世界に発信された。とくに『中国報導』の場合は、

月2回刊、1939年6月から44年12月まで74号が刊行され、63カ国の

850以上の都市に読者をもっていた。

＊日本の軍部は侵略地域での国際法違反や残虐行為を当該地域

は無論のこと、国内、国外とも報道統制によりひた隠しにしようと

懸命だったが、上記のように全世界に「速報」されたのである。
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長谷川テル「岐路に立つ日本」
『新華日報』１９４５年９月１１日

柴田巌「長谷川テルの遺言」『状況と主体』No.259、1997年7月。柴田は同誌の
＜焦点・盧溝橋事件＝日中全面戦争開始＝60周年＞として執筆・訳載した

「申し上げたいことは、日本ファシストが日中戦争の
失敗を全く認めていないということです。ご覧くださ
い。8月15日の天皇の詔勅、鈴木内閣の文書は、い
ずれもこの4年間の＜大東亜戦争＞について述べて
いるに過ぎません。彼らは8年来、中国人民に加えた
大きな血債については黙殺しているのです」

2018/7/8

テルの明快な指摘は戦後70年（2015年）
への過程でようやく意識され始めた

＊「日本の国家から国民にいたるまで、主としてアメリカとの関係だけ
で戦争を終えたのではないか」、「われわれが本当の意味で終えねば
ならなかった戦争とは中国における戦争であった」（子安宣邦・2012）。

＊「日本の場合は、自らの力で必死に『過去の克服』を行って東アジ
アの国際社会に『復帰』するという課題に取り組む前に、米国の冷戦
戦略の展開の中で『復帰』を果たすことになった」と、「『過去の克服』
への主体的立ち位置」の重要性を指摘している（豊下楢彦・2012）。

2018/7/8

日本の「戦争への道」は、外交政策の基軸を日米軍事同盟において、

アメリカの産軍複合体が一貫して煽る「中国脅威論」（北朝鮮脅威論）に
誘導されながら現安倍政権が戦後最大の推進力となっている
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長谷川テル顕彰の現代的意義

顕彰運動の目的が、長谷川テル女史の、自立した女性としての
歩みと、「国境・民族・言葉の壁」を超えて、心身を投げ打って
反戦・平和の声を日中戦争の現場から全世界に轟かせた偉業を学
び、讃えることにあることはいうまでもありません。

それとともにテル女史が敗戦後ひと月も経たない時に、日本の
軍部政権による第二次世界大戦の歪んだ終え方によって、日本が
大きな「欠落」をかかえたまま戦後を歩まざるをえない、と指摘
した意味を、改めてしっかりと受けとめることが大切です。

私たち一人一人が、主体的に平和憲法を守りぬき、歴史修正主
義を許さない立場を強め、勇気をもって反戦平和のための国民運
動を推進する担い手となることこそ長谷川テル女史の願いにこた
えることなのではないでしょうか。
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